
３　米子往来

　第２章第５節「天神川と御蔵船川」の項で、天神川の直流改修普請のことを述べているが、寛文元年３月に長瀬村と江北村の境界付近に新河口を設け、流路を完成させた。このことにより米子往来の道筋や渡し場にも変更があり、新たに天神の渡し場が設けられたものと考える。


　正保・元禄の国絵図により、羽合地区を中心に米子往来の道筋と比較するに、天神川直流改修工事実施後における天神川の渡し付近をのぞけば、全く同様の道筋と思われる。

　米子往来は宇野を経て橋津に至り、天神川と橋津川の合流地より少し下流のところで、橋津川を西へ横断している。


　ところで、両国絵図とも橋津川改修（平成４年３月しゅん工）前の橋津大橋のところは、川をさかえて両方に細い朱線（道）が引かれ、赤池・下浅津・光吉・水下・田後などへの道筋が確認される。
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　橋津川右岸の渡し場は、天保１５年（１８４４）湊村田畑地続字限絵図に基づけば、「九字屋敷」と推定される。この「字」には制札場もあり、川岸には大きな船着き場がある。この船着き場に通ずる道は、４番組の横瀬家と５番組の瀧川家宅地の間に現存している。
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　左岸の渡し場と推測される地域は、天保１５年久留村田畑字限絵図によると、「字二ノ大縄」の地で、寛政４年（１７９２）の新田改めとなっているから、当時は川幅も広かったと思われる。

　正保国絵図の、長瀬一里塚から橋津川左岸の渡し場に至る間に、「此一里山より河端迄八町三十九間」と記されている。また、元禄国絵図にも、同区間に「八町□□間」と記されている。ところで、橋津向町端から久留入口までの縄手を「八町縄手」と呼んでいるが、当時橋津河端から長瀬一里塚までの距離が８町ある縄手であったことから、このように呼称されたものと思われる。なお、長瀬一里塚から郡境である天神川左岸の距離について、「郡境迄拾五町五拾間」と記されている。（河村郡と久米郡の境界まで）
橋津川の船渡しは
　橋津川船渡しを立証するものとして、寛永１４年６月「因幡伯耆駄賃銀宿賃書付」の中に、「泊村より大
何時ころまでか
塚迄五里廿壱丁、内壱里坂并船渡有之ニ付かけ増」とあり、さきに述べた正保・元禄の国絵図の示す内容や、享保１１年（１６２６）の「因伯地理志」（佐藤長道）等がある。因伯地理志には、「自長瀬村到湊宿十五町三十二間、橋津川広二丁二十三間、水深四尺以舟渡人、水涸則可徒渉」と記されている。

　ところで、「在方諸事控」享保１３年１２月３日条に、
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と記されていることを考えれば、この「船川往還土橋」は、長瀬から久留に通ずる米子往来の橋を指すものと思われる。したがって、享保１３年１２月の時点では、米子往来は橋津の橋を渡り、橋津向町・八町縄手を経由して久留の土橋に至る道筋に変更されていたと推測される。

　また、町史前編に記載の「宝暦の明細帳」によれば、湊村の記事中に、「土橋長弐拾四間横弐間五尺」と記されていることを考えれば、さきに述べた享保１３年の時点ごろからは、この橋の道筋が米子往来になっていたものと思われる。

　天保年間に作成された、湊・久留・光吉・長瀬及び久米郡江北村の絵図や、文久３年（１８６３）の、「河村郡海辺村々絵図」（宇野尾崎弘恒蔵）・「河村郡灘辺之図」（鳥取市一行寺蔵）、明治４年の長瀬宿・江北村田畑地続字限絵図に描かれた道筋は、同一であり、またこれらの道筋は、正保・元禄の国絵図の道筋のうち、橋津から長瀬一里塚の間と、天神川渡し場付近を除けば、ほとんど同様の道筋だったと推定される。
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一　里　塚
　正保・元禄の国絵図の中に、一里塚が記入されているが、長瀬村の東端に近いところ（天保１５年長瀬村田畑地続全図によれば、北側は字二ノ下浜屋敷、南側は字下河原）と、宇野村の東端（字石脇）に記されている。また、文久３年「河村郡海辺村々絵図」にも、上に述べたと同様の場所に「一里塚」と記されている。なお、弘化２年（１８４５）の成立と推測される「泊浦御番所構海岸岸之図」に描かれている宇野の一里塚は、正保・元禄国絵図や文久３年の河村郡海村々絵図と同じ場所である。

　この一里塚の存在場所によっても、さきに述べた橋津と長瀬間の道筋の変更を除けば、寛永・正保年間以来明治６年９月以後において「石山橋」が実現するまで、米子往来はほとんど同じ道筋であったことを示すものといえよう。


　宇野村における米子往来については、主として文久３癸亥８月日の「河村郡海辺村々絵図」、及び「文久３癸亥年調之」の記された「河村郡灘辺之図」をもとに考察すれば、泊から通称「壱里浜」の海辺道を宇谷に向かい、宇谷川を渡って茶屋に至る。国道９号線の左側の坂道を登り、海岸線に沿った国道９号線の、南の崖上の畑の中を通り（宇谷村字嶋ノ上・二ノ嶋ノ上など）、宇野村字石脇に下りる。国道９号線のルートに沿って、宇野神社前に至るが、その中途に一里塚が設置されていたことは、さきに述べたところである。


　宇野神社前から小流に沿った道で西に向かい、宇野地区公民館の南側下の道を経由して、集落の西端に至り、ここから西の峰の山道を登ることになる。文久３年の「河村郡海辺村々絵図・河村郡灘辺之図」に、この道筋をはっきりと描いている。西の峰の山道の一部は現存しているが、国道９号線による分断と、東郷湖羽合臨海公園整備のため、その道筋を確認することはできない。


　さきに述べた２つの絵図によると、米子往来は、宇野嶋の西端に流れ出る小流を渡り、整備された公園駐車場の売店北側を経て、松林の中のキャンプ場内の道に通じ、さらにこれが、橋津の旧国道につながっていた様相をうかがうことができる。
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　「河村郡海辺村々絵図」によれば、この道筋には南側に林があり、この林の北側が往来になっている。現在でも道の南側には松の古木が茂っており、北側は若木の松林となっている。なお、因伯地理志には、「自湊宿到宇野村十八町五十間、此中六町五十間坂道広二間、六町八間濱路也」と記している。

　ところで、安楽寺の鐘楼門前から西に通ずる道を、「殿様道」などと言われていたとのことであるが、この道は米子往来の道筋ではないが、この道を鳥取藩主池田慶徳が、往き来したことにより、このように言われたものと思われる。このことについては、第１次長州征伐のみぎり、藩主池田慶徳が出馬したのであるが、藩の控帳によれば、元治元年（１８６４）１１月２４日に鳥取を出発し、同２６日の御昼は宇野、御泊は、田後と記されている。慶応元年（１８６５）正月６日に米子を発し、同８日の御昼は橋津、御宿宇野と記されている。橋津「中原家」の記録によると、正月８日の小憩は当家、御泊は宇野村尾崎文五郎宅となっている。

　また在方諸事控によると、池田慶徳は知事として伯州の巡回を行うため、明治３年（１８７０）３月２１日鳥取を出発し、御昼を宇野と記されている。

　ところで、町史前編３８１ページ記述の、「池田慶徳の伯耆巡視に使った設営絵図」に関して触れておきたい。


　このことについて、町史は、「文久２年８月藩主池田慶徳が在国中、伯耆一円を初巡視したとき、羽合郷田後大庄屋椿岩助宅を本陣とし、部隊一行が田後に１泊したときの設営絵図が筆者の手もとにある。……中略……文久の藩主伯耆巡視に備えた地図であることがわかった。このとき藩主は前日青谷に１泊し、つぎに田後に１泊、翌日天神の渡しで云々」と、記述されている。


　ところで、「贈従１位池田慶徳公御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（３）),伝記)」（鳥取県立博物館・昭和６２年９月発行）によれば、文久２年閏８月１２日「公、伯耆御巡幸を予達せらる。９月に入り、当時雨天続き、農事手おくれのこともあり、来春に延引となった。」旨が記されている。

　また、文久３年５月１日「公、伯州御旅行を公にせられしも、遂に行われず。さらに延引とされた。」旨が記され、次いで、元治元年（１８６４）１１月２４日の条に、「公、御出馬、長防追討の征途に就かる。」と記され、さらに米子までの御休泊予定が示されている。それによると、２４日鳥取を発し、湖山に御泊り、２５日は御昼を母木で、御泊りは青谷、２６日は御昼は宇野で、御泊りは田後と記されている。


　設営絵図は、池田慶徳が当初文久２年閏８月の伯耆巡幸予達に備えて、作成されたものと思われる。

　橋津の東端から旧国道筋を経て、橋津の「橋」近くまでの間は、正保・元禄の国絵図、及び天保１５年の田畑地続字限絵図や、文久３年の前述の絵図のルートは一致する。


　なお、正保・元禄の国絵図と因伯地理志に記されている道筋については、既に述べたとおりである。

　米子往来は、因伯地理志の書かれた享保１１年以後、在方諸事控に、「橋津船川往還土橋云々。」と記された享保１３年の間に、橋津土橋経由に変更されたであろうことについては既に述べたところである。橋津向町から久留の「字横道下タ」に至る道筋は、天保年間の湊村・赤池村・光吉村・久留村絵図によれば、橋津向町から久留・赤池・光吉の領分と接しながら、現在の森谷商会前から国道１７９号線を南西方向へ斜に横切り、陸橋下の国道西端に通じていた。現在もこの地にかんがい用水路があり、その東側に小道が確認される。この道をさらに５０メートルばかり南西に進むと、北西から南東に通ずる道に交わる。ここを右折して小さい橋を渡れば久留（光吉茶屋）を横断する。右は「字横道下タ」、左は「字二ノ光吉後」である。この道に続く船川の土橋を渡って長瀬の一里塚へ至ったものである。
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　長瀬一里塚から勝福寺に至り、寺の北側の道を西に進んで町営住宅地北側を経て、天神川端の船渡し場へ通じていたが、天神川改修等のため現在は天神川近くに至る通路や、渡し場の跡を見ることができないが、文久３年（１８６３）「河村郡灘辺之図」「河村郡海辺村々絵図」によって、当時の様子をうかがうことができる。
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　前者の絵図によれば、船渡し場に２軒の家形が描かれ、「長セノ内天神ノ茶屋」と記され、天神川に「橋」と「船」１そうが描かれている。

　また、後者の絵図にも、同場所に２軒の家形が描かれている。


　天神川渡守給については、寛政５年（１７９３）御勘定目録控（鳥取藩史財政志３）によると、「九石六斗天神川渡守給」と記され、「宿米のこと」でさきに述べた弘化２年（１８４５）３月日の河村郡勘定目録に、「九石六斗天神川渡守給」とあり、慶応２年（１８６６）分因伯各郡御勘定目録（鳥取藩史財政志３）にも「九石六斗天神川渉給」と記載されている。


　なお、倉吉往来にかかわる上井渡守給については、藩政資料「在方諸事控」享保４年（１７１９）亥１０月２３日条に、「一河村郡上井渡シ守給六石　右、　四石五斗被遣来候へとも、近年川並悪鋪罷成候付、渡り人昼夜ニ不限、大分渡候。大庄屋願付、右之通被遣申事。」とあるが、その後のことについては不明である。

　ところで、「在方諸事控」安政３年（１８５６）１１月１０日条に次のことが記されている。
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　上の記録により、嘉永５年（１８５２）には既に１枚板の橋が架設されていたのであり、その後もさきに述べた「河村郡灘辺之図」にも橋が描かれており、町史後編において「与四郎橋」として記述されているのは、上に述べた瀬戸村茂市右衛門が橋守をした後のことであろう。
江北の船渡し
　天保１４年（１８４３）「久米郡江北村田畑地続字限絵図」の「字天神山」と、明治４年（１８７１）の「田畑地続字限絵図」「字天神山」によって、当時の道筋や船渡し場をうかがうことができる。両絵図とも船渡し場と道筋は同様であり、明治４年の絵図には「天神舟渡場」と明記されている。また、両絵図とも船渡し場に通じる道の両側に２軒の屋形が描かれている。

　町史後編「長瀬宿と橋津港」で述べているように、明治６年の８月時点においては従来どおりの道筋であり、石山橋の道筋はその後、新米子往来とされたものであろう。
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